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大会行事予定

A会場：KKRホテル東京（竹橋会館）10階「瑞宝」

B会場：KKRホテル東京　　　　　　11階「孔雀」

C会場：気象庁5階・第1会議室

総会・記念講演：KKRホテル東京10階「瑞宝」

ポスター会場：気象庁2階講堂・講堂前ロビー

受付：気象庁2階講堂前

懇親会：気象庁食堂

A会場 B虫場4月26目

　（月）

09：30’》

12：30 一般口頚発表　　　：A101－A107

ポスター概要紹介：P101－P142

　　（概要紹介後、ポスター会場で講演）

　物質循環1，相互作用1，気象予報

一般口頭艶表　　　：B101－B107

ポスター概要紹介：P151－P188

　　（概要紹介後、ポスター会場で講演）

　降水システム1，気候システム1，環境気象，雲物理

A会場 B会場 C会場13：30～

17：00 分科会

「集中豪雨をもたらす環境と

　その発生・維持システム」

分科会

「GAME－10Pとその初期結果」（1）

分科会

　「波動と低周波変動」

A会場 B会場4月27目

　（火）

09：30～

12：30 一般ロ頭発表　　：A201－A207

ポスター概要紹介：P201－P242

　　（概要紹介後、ポスター会場で講演）

　熱帯大気，観測手法1，境界層1，気象教育

一般ロ頭発表　　：B201－B206

ポスター概要紹介：P251－P289

　　（概要紹介後、ポスター会場で講演）

　降水システムH，大気力学，中層大気，放射

13：30～

15：00

総会

15：10～

17：00

学会賞・藤原賞記念講演

18：20～ 懇親会

A会場 B会場4月28日

　（水）

09：30～

12：30 ・・一般ロ頭発表　　：A301－A306

ポスター概要紹介：P301－P343

　　（概要紹介後、ポスター会場で講演）

　物質循環H，観測手法H，境界層H

一般ロ頭艶表　　：B301－B306

ポスター概要紹介：P351－P387

　　（概要紹介後、ポスター会場で講演）

　相互作用II，気候システムH，中高緯度大気

13：30～

17：00
A会場 B会場

分科会

　rGPS気象学」

分科会

　「GAMHOPとその初期結果」（H）

発表件数：350件（一般口頭39、一般ポスター241、専門分科会70）

大会参加費：郵便振替による前納の場合　一般会員2，000円，学生会員1，000円；

　　　　　　当日受付の場合は　　　　　一般会員3，000円，学生会員2，000円，非会員3，000円．

懇親会費　：郵便振替による前納の場合　一般会員3，000円，学生会員2，500円；

　　　　　　当日払いの場合は　　　　　一般会員4，000円，学生会員3，000円，非会員4，000円．

大会当日は混雑しますので，極力前納されるようお願いします．

なお郵便振替用紙は「天気」12月号の末尾に挿入されたものを使い，4月12日までに振り込んで下さい．

　当大会予稿集に掲載された研究発表の文章・図表を複製あるいは翻訳して利用する場合には，日本気象学会の文書による

利用許諾を得た上で出所明示して利用しなければなりません．ただし著作者自身による利用の場合は，利用許諾の申請は不
要です．

　本プログラムの記載内容に関する問い合わせは〒305－0052っくば市長峰1－1気象研究所予報研究部内講演企画委員会（FAX：0298－53－8649，

　e一皿ai1：0rg－msj伽ri－j皿a．go．jp）まで

86 “天気”46．3．
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給 会
日時大会第2日（4月27日）13：30～

会場　A会場（KKRホテル東京10階「瑞宝」）

議事次第

1．、開会の辞

2．議長選出

3．理事長挨拶

4．学会賞授与

5．藤原賞授与
6．1998年度事業報告

7．1998年度会計報告

8．1998年度監査報告

9．1999年度日本気象学会総会議案

10．1999年度事業計画案

11．1999年度予算案の審議

12．議長解任

13．閉会の辞

引き続き学会賞及び藤原賞受賞記念講演を行う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究会のお知らせ
　　大会期間中およびその前日に以下の研究会が予定されています．興味のある方はご自由にご参加下さい．

シンポジ　ム「　　に　か　　　　　の’知らせ　　　　「南極低層水の形成過程をさぐる」

日時：4月26日（月）午後5時30分～7時

場所：気象庁第1会議室（気象庁5階）

講演：「古気候をめぐって」

　　　（1）藤井理行（国立極地研究所）　両極から

　　　（2）小野有五（北大地球環境）　　両極を結ぶ線

　　　（3）阿部彩子（東大気候システム）　　モデリング

主催：日本学術会議気象学研究連絡委員会世話人グノレープ

問い合わせ先：木田秀次（気象研連幹事）

　　　　　　　TEL：075－753－4271

日時：4月26日（月）大会プログラム終了後

場所：東京管区気象台会議室（気象庁ビル8階）

　　●　　　　　　　　　　　　　　　ム

日時：4月28日（水）17：30頃～2時間程度

場所：気象庁第1会議室（気象庁5階）

話題：南極特集

1：第39次南極越冬観測報告

　　　　　　　　　　　　　橋田　元（国立極地研究所）

2：南極第6期観測計画について

　　　　　　　　話題提供　平沢尚彦（国立極地研究所）

3：一般講演

　　r南極氷床の衛星観測（仮）」

　　　　　　　　　　　　　高橋　晃（通信総合研究所）

　　　　　　　　　　　　　牛尾収輝（国立極地研究所）

代　表：木村竜治（東大海洋研）

世話役：平沢尚彦（極地研）

　　　　中村尚（東大・理）

　　　　浮田甚郎（地球フロンティア）

　　　　高田久美子（国立環境研）

　　　　阿部彩子（東大気候システム）

　　　　本田明治（地球フロンティア）

　2ロフラ“クス　　ム

日時：4月28日（水）17：00－19：30

場所：東京管区気象台会議室（気象庁ビル8階）

テーマ：フラックス測定法の精度検証とフラックス測定

　のスケールアップをめぐる諸問題

1．各種フラックス測定法の特徴とその相互比較（仮）

　　　　　　　　　　　　　（大阪府立大　文字信貴氏）

2．渦相関法の誤差の要因とその定量的検討（仮）

　　　　　　　　　　　　　（資源環境研　三枝信子氏）

3．広域観測とフラックスタワー観測の結合による代表性

の検討（仮）

　　　　　　　　　　　　　（　　未　　　定　　　）

4．特別報告：国環研のフラックスモニタリング計画（仮）

　　　　　　　　　　　　　（国立環境研　井上　元氏）

5．自由発表／討論

　［世話人：山本晋（資環研）］

講演企画委員会からのお知らせ
口 の について

　一般口頭発表は、講演4分・質疑1分で行います。

ポス　ー　　　’こなう方への’い

　ポスターを掲示するための用具（テープまたは画鋲）

は各自でご用意下さるようお願いします。

　ポスターの概要紹介は講演番号の下2桁が1～43の講演

はA会場で、51～89の講演はB会場で行います。

『ベストポス　ー　　ム　もやしま　！

ポスターによる一般発表を一層活性化する目的で、本

年も春季大会において、ベストポスター賞の選考および

表彰を行ないます。皆様の積極的な投票をお待ちしてい

ます。詳しくはプログラムの最終ぺ一ジをご覧下さい。

　　　　の

　1999年秋季大会は、1999年11月24日（水）～26日

（金）にアクロス福岡（福岡市）で開催されます。

大会告示は「天気」5月号に掲載します。講演申し
込み締め切りは今のところ9月3日の予定です。
（→プログラムの最終ぺ一ジに続く）

1999年3月 87
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大会第1日〔4月26日〕 09：30～12：30

　　　　　　　　A会場
［キーワード：物質循環1・相互作用1・気象予報］

　　　　　　司会：楠研一（気象研）

　　　　　　一般ロ頭発表
A101齪異誘縦朧羅麟麟●環境）会津盆
A102棲繍綴’環境）霧による視程不良害発生の気

A103醗聯礁驚≧鼎鵬纏璽麟
　　実験（2）

A104舗醒蕪正人（気研●気候）他4名大気の季節予測

A105！羅縷織鱈髪1魏緊識繍鐵藷ヒ芝
　　働く水蒸気移流
A106霧瀬豪オ鯉瀦舗婆濃群脅群発地震
A107繍・木本昌秀（東大気候システム）簡易大気一海洋
　　系における中緯度10年振動のふるまい

　　　　　　ポスター発表
［概要紹介（1件1分以内）の後，ポスター会場で講演］

P101律雛編舗難犠腰纏膿募蒲
　　定

P102羅廓灘駁灘灘撫灘奏灘
　　々の粒子の元素組成に注目して一
P103騰・木戸瑞佳（名大STE研）他8名乗鞍岳にお
　　ける大気エアロゾル粒子数濃度の日変化

P104撚・長田和雄（名大STE研）他5名乗鞍岳にお
　　けるエアロゾル粒子・ガス・降水・霧水の化学成分濃度
　　一1998年9月の観測結果から一

P105縫灘藤灘ヒ購灘鷲4名乗鞍岳1こお
P106繍・長田和雄（名大STE研）他6名南極昭和基
　　地での酸性ガスと大気エアロゾル成分

P107欝叢罐鳥儂鞭罹難鰐醤搾
　　ゾノレゾンデによる南極地域での定常観測一

P108灘唇繍難麟聾騰南極大陸上空

P109難綴購辮驚麟鵜耀裂
　　歴について一
P110灘・田中博（筑波大地球）他2名ILASデータに
　　よる1996／1997年冬期北極域の成層圏オゾン減少の評
　　価
P111講・岩坂泰信（名大STE研）他5名成層圏エアロゾル・
　　オソンの長期変動：圏界面付近を中心に

P112購繍離膿欝慰幣勇弊
　　よる対流圏エアロゾノレの観測

P113難搬簾磐轟鱗継唖狸
　　動の研究
P114蜘・小川利紘（NASDA／EORC）聾7名1998隻9，10
　　月のイントネシア・オーストラリアにおけるオソン及びその則駆気

　　体の航空機観測（BIBLE－A）

P115辮繕製1際1薮藪農5名中緯度秋期の上部

P116鰹贈臨籔濃農編繕磐艶

　　響

P117雛羅頬羅辮轟讐。難雛講震
　　の航空機観測

P118欝線魏む轡型麟牒灘罐
　　測

P119騨醒搬礁鍍携讐臨蘭
　　解析

P120騨糖額難糠膿魏雛3名3次元輸

P121鱗諺謙幣騰纏犠，轡
　　極域オゾン変動の再現実験

P122糠聾理財気候システム）他1名CCSR／

P123謝（気研・予報）1994年2月21日の南岸低気圧の
　　発達過程

P124騰撫講雛繍開箋欝予報モデル
P125懸！辮騰お羅智之（東大理）他3名気

P126纈緩痛擁教（気象庁数値）他1名領域解析4

P127灘（気象庁数値）気象庁非静カモデルの開
　　発

P128難茎鼎蕪隷欝辮鷲窪
　　と大気放射の影響について
P129購・野原大輔（筑波大地球）他1名疑似パーフェクトモ
　　ァノレによる現実大気の順圧成分の予報実験
P130燃・田中博（筑波大地球）現実大気の順圧成
　　分に対する予測可能限界の評価Part：II

P131霧灘勢醗翻謙銃マを利用した類似
P132鱗（電通大情報システム）リカレントニューラノレネットワークによ

　　る短時間降水量の予測
P133餐幾気研’予報）激一ラルネットワークによる降水量予測

P134鱗痴踏，鯉覇辮東地方の夏期の降

P135鰭姦掃曳顯翻鵬調一ツク海南
P136難謝蠣灘辮乳）地表付近の気温に

P137酬矯禰羅撃鵯瀞雛議薫豪
　　モァルを用いた植生の役割の評価一
P138灘鯉林総研）局地気候に対する森林影響の評

P139糠（筑波大環境），新村典子（筑波大水理実験セ）
　　他1名長期データを用いた草地の熱収支の変動につ
　　いて

P14堪灘獲醗耀驚鷲灘勘1凝域
P141難縷観翻蒼袋響，牒爆罐
　　　の比較
P142羅・海原拓哉（北大低温研）他1名積雪層構
　　垣モァノレによる積雪変態過程の再現

　　　　　　　　　　　　ポスターは第1日の09：00から15：00まで掲示可．
奇数番号の発表者は11：00～11：30、偶数番号の発表者は11：30～12：00には必ずポスターの前にいて下さい

88 “天気”46．3．
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大会第1日〔4月26日〕　09：30～12：30

　　　　　　　　　　　　B会場
［キーワード：鰍システムレ．気候システム1・環境気象璽物理］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会：和田

　　　　　　一般ロ頭発表
B101鰍・水野量（気大〉固形降水の融解と地上気
　　温頻度分布との関係

B102継講気懲籍大）他降雪雲内の過冷却水

B103識（東理大）クローズ型セル状対流雲の発生とそ
　　の一一般場の構造

B104欄（防大地球），菊地勝弘（北大院理）他10名
　　大分空港におけるLAWSのドッフ0ラーソーダ観測（1）

B105燃（気研・物理），R．Rasmussen（NCAR）他1名波
　　状雲内の氷晶分布について
B106繊・播磨屋敏生（北大院理）他5名立坑を用い
　　た雲物理実験装置内で発生した雲の微物理量過程
　　（その5）一雲粒粒径分布に影響するパラメータ

B107騰（地球フロンティア），岩渕弘信（東北大）他3名
　　エアロゾルが層雲の光学的性質に及ぽす影響

　　　　　　ポスター発表
［概妻紹介（1件1分以内）の後，ポスター会場で講演］
P151道轍（防衛庁），紫村孝嗣（防衛大）他1名夏季
　　及び冬季雷雲下における車両による電界観測結果
P152繊・小林文明（防大地球〉他3名冬季落雷時の
　　レーターエコーと雲内放電路の照合

P153撫・小林文明（防大地球）他3名北関東で発生
　　した夏季雷雲の鉛直構造と落雷の対応
P154鰻・奥山和彦（気象協会）他1名発雷の大気環
　　境一関東地方における，夜間の雷雨についての解析一

P155繍・河崎善一郎（大阪大院）他1名ダウンハ㌧スト
　　の発生とSAFIR雷観測結果との照合
P156撫・小林文明（防大地球）他2名局地前線形成
　　時のヘリコプター観測

P157繊・板野稔久（防大地球）他1名1997年1月7
　　－8日下関付近を通過したPolar　Lowの解析

P158灘（関空地倉），藤吉康志（北大低温研）他3名
　　2台のトップラーレーター解析によるマイクロハ㌧ストの三次元

　　構造
P159縣（京大防災研），里村雄彦（京大理）境界層
　　の熱力学構造がメソ対流系の発達・維持に及ぽす影響

P160鰭・川島正行（北大低温研）他1名噴火湾上の筋
　　状雲の発達に関する数値実験
P161繍・遠峰菊郎（防大地球）関東地方における水
　　蒸気分布の日変化（対流雲の発生しやすい場所の数
　　｛直シミュレーション）

P162撫（気研・予報），坪木和久（名大水圏研）他2名
　　1988年7月17日に九州北部で観測された降水系の数
　　値実験　一気象研究所非静力学モデル（水平格子5km）

　　を用いた場合その1－
P163燃・坪木和久（名大水圏研）他1名孤立した山の
　　風下に形成される帯状降水システムに関する数値
　　実験
P164騰（九大理），高橋勘（桜美林大国際）微物理
　　過程を詳細に導入した3次元雲モデル
P165児玉安正（弘前大理工），磁贔籔（弘前大理）他1名

誠（極地研）

　　　TRMM／PR，／TMIで観測された南米周辺熱帯・亜熱帯域

　　　のメソ降水系
P166鰍（防災科研）TBB傾度で見た梅雨前線の上
　　　層雲域の境界温度
P167轍・安成哲三（筑波大地球）チペット高原上にお
　　　ける日変化を伴った雲活動の季節変化
P168賑（気研・気候）アジアモンスーンの年々変動

　　　とEL　NINOの関係（II）

P169鵬・平口博丸（電中研）他5名地球温暖化に伴
　　　っ東アジア地域の気候変化予測（3）CSM／RegCM2．5
　　　を用いた冬期の気候シミュレーション

P170醗（電中研），F．Giorgi（Abdus　Salam　ICTP）
　　　NCAR陸地面モデル（LSM）を用いた地域気候モデルの開発

P171繍（気研・環境）MRI局地気候モデルによるアフ
　　　リカ南部の気候の再現

P172臓（富山大理），栢原孝浩（防災科研）他1名
　　　1998年夏の目本の不順な天候の原因は何か？
P173㈱（東大気候システム），岡本創（通総研鹿島）他3
　　　名様々な起源を持つエアロゾノレのモデリングと放射強制

　　　力

P174騨（気研・気候）山岳が気候に与える影響：結
　　　合モテノレの結果

P175職（東大気候システム／地球フロンティア），西村照幸（地

　　　球フロンティア）他1名大気大循環モデルによる氷期・間氷

　　　期の感度実験～（2）高分解能モデルによる実験～

P176醸・田近英一（東大理）氷期・間氷期変動におけ
　　　る炭素循環と古海洋環境

P177繊（旭川西高）室内でおこなう気象実験一雲
　　　・雪結晶・ダイヤモンドダストを作る一

P178福田矩彦（ユタ大），酉糊（九大）他3名北部九州
　　　の冬季対流雲に対する液体炭酸空中シーディング実験

P179職・播磨屋敏生（北大院理）雪片形成とその
　　　地域特性

P180賑（地球フロンティア）衝突併合過程のモンテカル
　　　ロシミュレーション
P181糠・村上正隆（気研・物理）他1名巻層雲の形
　　　成機構に関する数値実験

P182灘・村上正隆（気研・物理）他航空機による
　　　山岳性降雪雲の内部構造の観測（II）

P183繍・佐々木聰（北大院理）他4名エアロゾル数濃度
　　　と雲粒数濃度の関係の航空機観測（H）
P184繍・橋口浩之（京大超高層）他4名ミリ波ドップラ
　　　ーレーダーによる雲の観測

P185晦・川崎昌裕（大阪電通大）他5名ミリ波ドッフ。ラ
　　ーレーダーによる日本海沿岸冬季雷雲観測

P186騰査（愛知教大院），大和田道雄（愛知教大）他1
　　　名気圧の谷の通過に伴う酸性雨のイオン濃度変化
P187岡元満美（東農大院），燃（農環研）他5名富山
　　　のTe含有酸性降水に関する総観・流跡線解析

P188轍・天野宏欣（九大応力研）他2名気象モデル
　　　RAMSと結合した物質輸送モデルによる黄砂の輸送解

　　析

　　　　　　　　　　　　ポスターは第1目の09：00から15：00まで掲示可．
奇数番号の発表者は11：・・一11：3・・偶数番号の発表者は11：3・一12：・・には必ずポスターの前1こいて下さレ、
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　　　　　　　　　　　　　　大会第1日〔4月26日〕13：30～17：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専門分科会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A会場

　　　　　　　　　　「集中豪雨をもたらす環境とその発生・維持システム」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：渇井哲滋（気象大学校）
　　A15113：30’13：50議（東大気候システム）豪雨を伴う〃対流系に及ぽす総観場の影響

A15213：50－14：05轡●金政瑞穂（岡山大教育）他1名1993／94年夏の大雨／少雨に関する広域水循環と亜熱帯高

　　A15314：05一14：15迎難（気大）気象災害をもたらした大雨・強雨の総観状況

　　A15414：15一14：30翻（福島大教育）1998年8月27目の南東北・北関東の豪雨につレ、て

A15514：30－14：50鰭●村松照男（気象庁）他2名新潟豪雨，高知豪雨及び栃木・福島豪雨（那須豪雨）の調査報告

　　　　14：50－15：00休憩

灘ll二11：聯糠茜総譲、鵯綴纏義牒鴇lll
　　A15815：35『15：45鰯（福岡管区）島原半島周辺の風向別レーダーエコー出現分布

撒1灘鍛欝鷺寵鍵凝蝋灘灘麟欝性降雨の構造について

　　　　16：15一　　今後の研究方針について（X－BAIU－99の紹介を含む）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B会場

　　　　　　　　　　　　　　　　「GAME－10Pとその初期結果」（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（講演時間は1件10分）

1．境界層・薩面過程
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：小池俊雄（長岡技科大）
B151石川裕彦（京大防災研）潔礪（長岡技科大）他GAME－Tibet・981・Pにおける移動乱流観測

1111撚趨謹謙織耀殊だ購羅測データを用いた地表面・ネ・ギー収支の解析（続報）

B154辮繍灘蟹ME－10P期間中のチベット高原とモンゴル高原にお1ナる土壌水分と放射収支，熱収支との関

B15鞘繍驚麟事繍）他3名気圧日変化を用いた1998年GAME－Tib・tl・P期間中のチベット高原　ける

1111鍵京繍震躍豊鍛圭臨魏懸磁鍛顕熱・潜熱の季節変化一
Bl讐と辮●沖大幹（東大生産研）他1名タイにお1ナる降水量の長期変動傾向と地表面過程との関係

休憩（10分）

“天気”46．3．
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”．随面過程モデル・水蒸気・雪・同位体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：木村富士易（筑波大地隷）

B159灘・小林哲夫（九大農）他2名BBH（Bucket　with　a　Bottom　Hole）モデルによる草原の表層土壌水分量の予測

　　一Amdoと久住山麓を対象として一

B160醜（気研・環境），高田久美子（国立環境研）他5名GAME／Tibet　POP’97データセットを用いた複数の陸面過程モデル実

　　行の試み

B161墨鰍・木村富士男（筑波大地球）チベット高原のプレモンスーン，モンスー・ン季における雲の日変化

B162蹴・上田博（北大院理）他GAME－Tibet　IOP中に観測されたチベット高原上の特に活発な対流雲（7月17日）の

　　構造
B163識（筑波大環境），河野聡子（筑波大自然）他1名Tibet／Lhasaにおける可降水量の変動

B164属㈱・上田博（北大院理）VISSR／GMS－5によるクラウド・クラスターと水蒸気量変化一1998年GAME／HUBEX　IOPにおける

　　解析一

B165吉田尚弘・繍（東工大総合理工）他1名シベリアにおける降水の同位体比分布の特徴（1）～SNIP，GNIP観測の

　　　比較～

B166纏（東大気候システム），辻村真貴（愛知教育大）他チベット高原上での降水同位体変動

　［まとめ討論］

　　　　C会場
「波動と低周波変動」
（講演時間は1件15分の予定）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：前田修平（気研・気候）

C151繍・中村尚（地球フロンティア）他1名冬季のアリューシャン低気圧とアイスランド低気圧の勢力の関係について

C152燃・小寺邦彦（気研・気候）他1名冬季循環場の年々変動と高周波変動

C153蹴・向川均（北大院地球環境）他1名山岳のないAGCMにおける東西非一様な時間平均場の形成

C154欄・余田成男（京大院理）傾圧擾乱と平均場の相互作用による対流圏長期変動
C155撒（地球フロンティア）、金光正郎（CPC／NOAA／剛C／NCEP）10－60日ハ“ンド・ハ。ス・フィルターをかけた北半球流線関数場にみら

　　れる順圧および傾圧擾乱

休憩（15分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：田中　博（筑波大地球）

C156燃・高野清治（気象庁気候情報）他1名1か月数値予報における気候的ブロッキング高気圧の発生頻度

C157燃（東大院理／地球フロンティア），平沢尚彦（極地研）他1名ブロッキング形成における定常ロスビー波束の役割

C158煎騰（気研・気候），小林ちあき（気象庁気候情報）他2名ブロッキング流の特異モードと高周波擾乱との関係

　　について

C159鰍・向川均（北大地球環境）β一平面等価順圧モデルにおける孤立型定常解の多重性

C160佐藤薫（京大院理），㈱（地球フロンティア）中緯度圏界面にトラップされた中間規模波動の力学一鉛直Rossby効

　　果に因る波一

C161真鷹（気大），名畑知祐（釧路地台）他1名加熱源による上層Eadyモードの励起
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大会第2日〔4月27日〕　09：30～12：30

　　　　　　　　　　　A会揚

［キーワード：熱帯大気・観測手法1・境界層1・気象教育］

　　　　　　司会：小林ちあき（気象庁気候情報）

　　　　　　一般ロ頭発表
A201繍（防大地球），藤井健（京産大）他1名　　台風
　　丁9119号日本通過時に見られた気圧の極小について
A202澱・山中大学（神戸大自然）他8名インドネシアに
　　おける対流性降水雲に関する研究（第2報）
A203繊（気研・衛星），田中恵信（気研・台風）　簡略化
　　VVP法の拡張一関東地域〃解析フoロジェクトのために一
A204撒（通信総班），C。R．胆11iams（NO飴Aeronomy
　　　Lab．）他1名ウィントフoロファイフを用いた降雨強度，Z－R

　　関係の推定
A205糠（高知大理），祁永強（愛媛連大院農）他1名
　　VRMLを用いた雲画像の立体表示の試み［PC使用］
A206蹴・菊地時夫（高知大理）GMS5搭載VISSR可視画
　　像センサの問題点と補正

A207欝騰騰糠繋躍齢灘脇
　　能性について

　　　　　　ポスター発表
［概要紹介（1件1分以内）の後，ポスター会場で講演］

P201轍曇顯1燧纏（慶磨大理工）他2名教

P202襯・坪田幸政（慶磨高）他1名学校気象ネットワーク
　　を利用した教材開発
P203灘・沼口敦（東大気候システム）季節内変動のエネル
　　キー解析
P204鰍・津田敏隆（京大超高層）他1名UARS／HRDIデ
　　ータを用いた秋季3～4日のケルビン波の活動度の季節変
　　動に関する解析
P205遣鵡・津田敏隆（京大超高層）赤道域対流圏界面
　　に対する大気波動の影響
P206聰（京大超高層），P．T．May（BMRC，豪）他1名
　　Tr・pica1Sea－breezeCirculati・nunderVarying
　　Backgr・und　Wind：920MHz　Wind　Pr。filer
　　Observations　at　Darwin

P207鱗犠灘弓擁杢箏贈羅季欝流
　　一境界層の上端に現れる雲（境界層雲）について～

P208蜘g，H．Hashiguchi（RASC）他5名Classifi－
　　cati・n・fPrecipitatingC1・udsinEquat。rial
　　Ind・nesia　based・nB・undaryLayer　Radar
　　Observations
P20g蜘・K．Nakamura（名大水圏研）Vertical
　　Structure・fRainfal1Systemsfr。m　theT㎜一
　　　　

P210窺膿（気象衛星セ）北半球冬季時における月平
　　均WV－TBBの特徴
P211麟・柴垣佳明（京大超高層）他3名MU・境界層・
　　気象レーターを用いた台風9707号に伴う降水雲の研究
P212騰（気研・台風）台風9617号にみられた10kmス
　　ケールレインバンドの構造

P213繊（気研・台風）中緯度における台風9807号
　　の二次元構造
P214撚（気研・台風）ADEOS／NSCAT海上風データを用
　　いた台風場の風の分布の解析
P215鱗・田中恵信（気研・台風）他2名台風9807号に
　　伴っ強風
P216纐・塚本修（岡山大院理）台風9810号で観測

　　された顕著なPressure　dip
P217藤臨照（冬研・予報），北畠尚子（気研・台風）台風9
　　弓07号に伴っ地上風分布の特徴
P218繍・松浦知徳（防災科研）台風活動の長期変
　　動
P219　匡　　江・山岬正起（東大院理）メソスケール対流を解
　　　した、、、帯低気圧モテル

P220鞭（気研・台風），杉正人（気研・気候）他1名気象
　　庁全球モテノヒによる台風シミュレーションーなぜ，温暖化す

　　ると発生数が減少するのか？一
P221灘（気研・台風）1998年前半に台風はどうし
　　て発生しなかったのか（第2報）
P222　　　志6（気研’・気候）6．7μmとSplit　Windowか
　　ら算　された巻雲の昼と夜での違い
P223醗・山本衛（京大超高層）他1名MUレーダー干渉
　　計法を用いたT9807の観測
P224繍・三上正男（気研・環境）他3名シンチロメータを用い
　　た乱流フラックスの代表性の検証

P225只戸彰’鰍（壬葉大CEReS）他3名衛星テ㌧タとラ
　　イター観測による雲局度の比較
P226松田知也・繍（京大超高層）他3名ミリ波ドッフ。ラ
　　悲一ターを用いた大気避動の観測法の開発
P227騰・津田堕隆（県大超高層）MUレーダー・RASS観
　　測による水蒸気フロファイルの推定

P228繊（気研・衛星），高島勉（NASDA）他1名ADEOS／
　　POLDERの偏光観測データによる海洋上工一ロゾル
　　の光学特性の推定
P229騰・田中豊顕（気研・衛星）光散乱による雨雪
　　判別（第3報）
P230繍・／」Σ守健一（東北大院理）他1名分散法を用
　　いた簡易フフックス推定法について
P231騰照・三枝信子（資環研）他1名植生群落コンダクタ
　　ンスを用いた蒸発効率の推定
P232灘・林正康（資環研）熱帯季節林における熱収
　　支観測

ll：灘灘鐵繍ll
　　化と夏季晴天目の局温化
P235鰍（防大地球），三上岳彦（都立大地理）他2名
　　都市域の夜間冷却

P236翻辮驚羅鵡認貌講藷
　　却効果
P237櫨・木田秀次（京大院理）土地利用データを用
　　いた近畿地方における局地循環の数値実験～海岸
　　都市大阪と内陸都市京都～
P238懸（電中研），木村富士男（筑波大地球）他2名
　　数値モァノレを用いた都市化に伴う気温上昇率の推定

P239鵬・玄地裕（東大院工）他2名気温上昇に対す
　　る街区構造の影響
P240繍・三上岳彦（都立大地理）都市大気下層に
　　おける短波放射の減衰についての検討
P241繍・神田営（東工左）但3名シンチロメーターを用いた都
　　市熱フラックスとセロ面変位の計測

P242繍・鈴木知道（東大院工）他2名東京都内の夏季
　　晴天日気温日変化の特徴とその要因

　　　　　　　　　　　　ポスターは第2日の09：00から15：00まで掲示可．
奇数番号の発表者は11：・・～11：3・・偶数番号の発表者は11：3・～12：・・には必ずポスターの前にいて下さレ、
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大会第2日〔4月27日〕　09：30～12：30
　　　　　　　　　　　B会場

［キーワード：降水システムH・大気力学・中層大気・放射］

　　　　　　　司会：阿都彩子（東大気候シス弘）

　　　　　　一般ロ頭発表
B201鰭轟澱鱗繰糟無名積雪中不純

B202野1難噸織欝輔繍，脚馳
　　いて
B203騰濃雛謬東大気候システム）低層雲の有効

B204徽・河本和明（東大気候システム）他2名衛星搭載
　　マイクロ波放射計と可視・近赤外放射計から得られた雲
　　物理量について
B205」繍（総合科学研）1997～98年の異常気象の予
　　測と検証
B206㈱（総合科学研）今後80年間め異常気象の予
　　測と，望まれる大陸，大気，海洋，太陽結合システムの解

　　明

　　　　　　ポスター発表
［概要紹介（1件1分以内）の後，ポスター会場で講演］

P251糠黙雛諺舞欝錦趨桑お
　　解析
P252鵜・乾洋一郎（大阪教大）大阪平野周辺にお
　　ける短時間強雨の出現特性
P253撚越、・三隅良平（防災科研）他3名4台のドップラーレー
　　ダーによる熱帯域の降水システム観測　一JATMEX（Japan－

　　Australia　Tropical　Mesoscale　Experiment）の概
　　要一
P254武田喬男・㈱（名大水圏研）他4名中国准河
　　流域の積乱雲の発達過程と降水生成量一ドップラーレー
　　ダ観測一
P255繍（防災科研），真木雅之（BMRC）他1名オースト
　　フリア・ターウィンで観測された2つのレインハツドの解析

P256繍（気研・台風），奈良税（気象庁）他1名船舶搭
　　載レーダーによる西部熱帯太平洋上のメソ降水系の観測
　　一台風発生過程におけるメソ降水系の特徴の理解をめ
　　　ざして一

P257辮巌騨轟大防災研）他1名1998年8月

P258鰍（気研・衛星），永戸久喜（気研・予報）他1名
　　境界層内で観測された内部重力波98年1月15目　1
　　　一ドッフ。ラーレーダーとACARSによる解析一

P259麟鯖繍塾離壷腰翻携瀞、
　　　一理論計算一

P260欝驕繍塾。欝擢鱗の脚聾鬼
　　象について
P261繍・河野宜幸（京大超高層）他6名信楽MU観測
　　所における台風9807号の観測：台風後面で発生し一
　　　た強風について
P262ノ・恵’　・岩崎博之（群馬大教育）夏期の関東地
　　　　における積乱雲の融合と地形特性について
P263騰・脇水健次（九大農）他3名福岡市及びその
　　　周辺地域における降雨特性（5）
P264客薦鱗・植田洋匡（京大防災研）二重拡散の効果
　　　がケノレヒンーヘノレムホルツ波に及ぽす影響について

P265繍（気研・予報）地形に依って惹起された水

　　平運動量の鉛直輸送の公式
P266薦（学芸大），新野宏（東大海洋研）水平対流の形
　　成に関する理論的考察一相似解による記述一
P267婆纒（北大地球理境），伊賀啓太（為大応力研）地
　　衡流乱流のスケーリンク則に与えるエネルキー散逸の影響

P268繍（神戸大院自然）．渡邊威（九大理）他1名地
　　衡流乱流における低波数域のエネルギースペクトル

P269鰹鵬魏鮎黙胤懸欝喫纒大
P270騰・田中博（筑波大地球）正規直交ウェープレット
　　を用いたブロッキングのエネノレギー解析その4

P271轍（気研・物理），松田佳久（東大理）現実的な
　　基本場におけるロスビー波の伝播とブロッキング
　　生成
P272責燃（総合研究大学院大），内藤勲夫（国立天文
　　台水沢）季節変化における大気地球系の3次元角運
　　動量収支
P273繍（埼玉工大）成層圏の波動吸収による中高
　　緯度圏界面高度の季節変化
P274欝鱗鯉齢慰理）鉛直シア流中の大気

P275難，融辮鷲騰麟翻鋒鰍
　　変動
P276欄（東大数理科学），中島健介（九大理）他1名
　　火星大気対流の数値計算：日変化的強制に対する応
　　答
P277㈱・廣田勇（京大理）南半球成層圏循環の年
　　々変動と赤道QBOの関連
P278繍（京大超高層）中緯度域下部成層圏におけ
　　る準2年周期振動の時間・空間構造（2）一東西風の構
　　造について一
P279縣（京大理），T．J．Dunkerton（1WRA）亜熱帯ジェツ
　　ト付近に卓越する停滞性重力波
P280繍・佐藤薫（京大理）ラジオゾンデ定期観測テ㌧タ
　　に基づく極域重力波の研究
P281磯瞭・村山泰啓（通総研）他2名山川MFレーダーに
　　よって観測された中間圏・熱圏下部の重力波の活動
　　度と平均風の長周期変動の比較
P282騰・藤原正智（東大理）他4名オゾンゾンデ・ラジオ
　　ソンァ・MUレーターによる集中同時観測～下部成層圏オゾ
　　ン層状構造と慣性重力波の解析～
P283魏・高橋正明（東大気候システム）他2名大気大循
　　環モテノレを用いた成層圏オソン量の変動予測（1）

P284ゐ漁・近藤豊（名大STE研）他2名北極極渦内の
　　脱窒の空問的広がり
P285騰・内山明博（気研・気候）他1名南鳥島での
　　Sky　radiometerを用いたエーロゾル光学特性観測

P286灘轟難騨蘂繰糠票護
　　及ぼす影響
P287騰・早坂忠裕（東北大大気海洋セ）他1名地上
　　観測から解析した雲の不均質性の地表面放射収支
　　　に対する影響
P288蹴（気研・気候）六角柱粒子の正確なPhase
　　Functionの特徴
P289繍・青木忠生（気研・物理）他3名低温下にお
　　　けるCOの（2－0）帯の線強度及び半値半幅

　　　　　　　　　　　　ポスターは第2日の09：00から15：00まで掲示可．

奇数番号の発表者は11：00～11：30、偶数番号の発表者は11：30～12：00には必ずポスターの前にいて下さい
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大会第3日〔4月28日〕　09：30～12：30

　　　　　　　　　　　A会場

　　　［キーワード：物質循環II・観測手法lI・境界層1口

　　　　　　　　司会：村山昌平（資理研）

　　　　　　一般ロ頭鮪表A301糊・岩坂泰信（名大STE研）他2名　Individual
　　Aer・s・1Particlesar・undLhasaCity：Observa－
　　t　ion　i　n　Summer　1998

A302難6欝製織爵翻犠，」畷麗
　　ついて

A303撫罷轟製騰驚羅鶉濃≡
　　ロソル光学特性

A304臨醜糎讐翻繍締）他4名気象庁
A305麟・青野正道（気象庁環境気象）他7名気象庁
　　GAW観測所において観測された二酸化炭素濃度の変
　　動

A306響騨繧雛灘轡灘壽麟
　　測システムLシステムァサィンと輸送モデルの概要

　　　　　　ポスター発表
［概要紹介（1件1分以内）の後，ポスター会場で講演］

P301蕾講鼎鍵熱観簾臨蟻試饗
　　96～1998

P302騰辮編繋賓樹轡南鳥島1・浮
P303驚薩擁鵬囎撫環境）他1名南鳥島に

P3041灘翻充轍誘灘鱗魏轟お・ナる

P305灘翻轡誘鼎鞠鹸富霧
P306繍f鋸鞭朧灘物査獺・エア・ゾ・レ航空

P307難灘離齢墨躍鰍準6名ILASによる

P308難欝嘉購鵬聡犠翻羨莞蠣
　　との比較

P309灘編翻聡縢秀難螺羅織
　　方における年変動
P310“　三和　・岡田菊夫（気研・環境）他2名オースト
　　ラ互アヒ部のbiomass　burningにより発生した粒子
　　の兀素分布
P311耀・澤鹿介（気研・環境）他3名インドネシアで起こっ
　　たノ・イれスハーニング時の大気微量成分の航空機観測：

　　1997年と1998年の比較
P312蠣・近藤豊（名大STE研）他航空機の排気ガスに
　　主る窒素酸イζ物分布への影響：SONEX航空機観測

P313繍藤靴講謙1罎遮窪旛
　　変化

P314購蹴鱗雛鵬驕誼一冷温帯落葉
P315撫織纏纏狸灘f擁・ク・観測で
P316濾・山本晋（資環研）他3名冷温帯落葉広葉樹
　　林における大気中CO・濃度の観測

P317購艦躍囎騨駿騨難大気中1・

P318㈱囎騨麟灘羅騒。、ll醗
　　分布およぴその季節変化
P319騰・佐タ木秀孝（気研・環境）他1名ネスティングモデ
　　ルによる東アシアの硫黄酸化物の輸送

P320辮翻蕊翻ピ螺欝鵬騒理）対流
P321蘇1礁囎蝦8年6－7月1こおける西目本

P322繍纏鵜辞認集翻灘る雲分
p323傭・K．Nakamura（名大水圏研）A　Validation　of
　　T㎜MPRRainEstimateusingMirr。rEch。es
P324鯉［（東北大院理）NOAA／AVHRR近赤外チャンネル（ch2）
　　による陸域平均％albedoの考察と応用

P325灘鯉鐡露講禦禦猫
P326緯繍溜陣攣灘層）他4名可搬型Lバン

P327灘纏叢惣麟鞭騙謬）他1名
P328裂謬遡霞誉、辮羅離翻錫皇
　　スム（II）

P329燃∫奈良女大），卵田格（科学技術振興事業団）他
　　1名スフリットウィンドウテータによる大陸規模での可降水

　　量の推定

P330雛蕎講懸繍翻他3名タイ1こおけ

P331齢轟瑠羅霧麟鶉蘂麓賜
　　風洞実験
P332撚・；ヒ用博（北大院理）他2名大分空港における
　　LAWSのトッフフーソーダ観測（2）一1998年1月～3月まで
　　の大分空港の風の特性一
P333蕊騰灘（覆翻鱒る欝界層1・おける
P334騰（気象協会）Me11・r－Yamada乱流ク・一ジャーモデ

P335鱗驕選●物理）LESモデルで得られた対流渦の

P336騨二鈴木基雄（気象協会）他1名大気汚染数値
　　予報モデル計算における4次元同化

1：17徽擾鞭際膿額器事業団）
8春騨辮顯毒儀1哲韓鰹繭罎鑑経

　　ついて
P339露鑛馳騨）・堀晃浩（気象協会）高層風の

P340鍵辮縮雛熱吉門洋（資環研）冬季濃尾平

P341難躍騒欝懸A罐醐占
　　算

P342繋灘募編羅蟹魏婆能・デ・レ
P343籍羅耀難大院理）石狩平野を想定した

奇数番号の発表者は11…一欝構轟羅響識6噺離ずポスターの前轟．、、て下さ、、
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大会第3日〔4月28日〕

　　　B会場

09：30～12：30

［キーワード：相互作用1卜気候システムll・中高緯度大気］

　　　　　司会＝室井ちあし（気象庁数値予報）

　　　　　　一般ロ頭発表
B301騰・木本昌秀（東大気候システム）他4名1998年夏東
　　アジアモンスーンのCCSR／NIES　AGCMによるシミュレーション

B302騰（地球フロンティア）華中の春の長雨の経年変動と

　　ENSOとの関連
B303蘇・野口英行（北大地球環境）他1名北海道冬季
　　気温に見られる準10年振動一北半球スケール変動の一
　　部として一
B304↓↓礁（気研・気候），河原幹雄（気象庁統計室）

　　　日本における日降水量の極端な値の経年変化
B305醸（気象庁統計室），山崎信雄（気研・気候）
　　極端な高温，低温の出現数の長期変化傾向
B306灘・高橋正明（東大気候システム）夏の北アルプ
　　スに見られる気候変動

　　　　　　ポスター発表
［概要紹介（1件1分以内）の後，ポスター会場で講演］
P351懲夏・鈴木智恵子（都立大理）他2名化石データペ
　　ースによる古気候復元の試み同一手法による複数時
　　代の比較
P352漁（東大理），滝川雅之（東大気候システム）他1名

　　古生代大気のオゾン分布シミュレーション
P353騰・阿部彩子（東大気候システム）他1名新生代寒
　　冷化における南極氷床形成の影響に関する数値実
　　験
P354澱・野沢徹（国立環境研）他2名CSU－RAMSによ
　　る東アジア領域の気候再現実験（その2）
P355鰍・加藤央之（電中研）他1名統計的ダウンスケーリ
　　ング手法を用いた地域気候変化予測手法一東アジアに

　　おける上層気温場からの地上気温の推定一
P356賊（東大院理），村上多喜雄（ハワイ大）OLRの赤
　　道対称成分による熱帯における対流活動の年変化
P357属瀕翻（気研・気候）エネルギー収支から見た夏
　　のアジアモンスーン
P358武田喬男・雛（名大水圏研）東アジアにおける
　　梅雨期の雲量分布の年々変化
P359繍（気研・気候）AMlpnランでの積雪面積
　　　とSSM／1積雪データとの比較

P360蕊（NASDA／EORC），木本昌秀（東大気候システム）
　　　他1名AGCMに対するSSM／1可降水量のインパクト評価実

　　　験
P361谷貝勇・灘（防災科研）他2名　GCMシミュレーションと

　　　ECMWF再解析データによる日変化から年々変動までの
　　　全球水収支について
P362撒（地球フロンティア）NCAR　CCM2の理想化されたシミ・

　　　レーションにみられる大気大循環の変動

P363」撫（気研・気候）Tiedtke積雲対流スキームの
　　　MRI／JMA98GCMへの導入その2．

P364朧・藤川典久（気象庁気候情報）1998年夏
　　　の熱帯および北半球中・高緯度の解析
P365黒購・木田秀次（京大院理）大気海洋系十年規模

　　変動の季節差異に関する解析
P366繊・木本昌秀（東大気候システム）海面水温偏
　　差に対する大気の応答：（2）エルニーニョ時の大気の3次元

　　定常線形応答
P367藤瓢照（気研・予報）日最低・最高気温の統計値に
　　おける日界の影響
P368繍（名大情報文化），甲斐憲次（名大人間情報）他
　　1名世界におけるダストスト冒ムの気候学的研究
P369灘（資環研），篠田雅人（都立大）気候と植生か
　　らみた乾燥域の分類

P370灘太陽活動と全球地上気温
P371騰（筑波大自然），田中博（筑波大地球）極渦の
　　長周期変動とArctic　Oscillationに関する解析的
　　研究
P372滋灘（北大院理），塩原匡貴（極地研）他1名闘P
　　’98で観測されたホ㌧ラーローの客観解析

P373繍・遊馬芳雄（北大院理）他1名カナダ北極圏で
　　のLee　Cyclogenesisの数値シミュレーション（バソコン使用）

P374太田久志・騰（気大）季節変化に基づく総観
　　場のハ。ターン分類（その3）一月平均場平年値から見た

　　総観場の季節変化パターンー

P375灘・遊馬芳雄（北大院理）日本付近で急激に発
　　達する低気圧に関する統計的解析
P376樵（東海大海洋），岩本勉之（北大低温研）他5名
　　オホーツク海南西部の海氷上の大気場の熱力学的特徴
　　　～1998年冬のラジオゾンデ観測より～

P377鰍・田中博（筑波大地球）冬季シベリア地域の温
　　　暖偏差時における短周期変動の寄与の評価

P378鰻・福本昌人（北海道農試）他2名蒸発効率算
　　　定手法の新しいアプローチ
P379灘畏（筑波大地球），鬼頭昭雄（気研・気候）熱帯対
　　　流活動と大気海洋相互作用一CGCMとAGCMとの比較一
P380購（富山大理），松浦知徳（防災科研）他1名夏

　　　季アジアモンスーンとENSOのカッフ。リングのメカニズム（2）一WESフィ

　　　ードバックレジームからモンスーンレジームヘの遷移一

P381繍・木本昌秀（東大気候システム）中緯度大気一海
　　　洋結合に関する考察（1）一混合層結合モデル中の変動一

P382騰・安成哲三（筑波大地球）他1名熱帯インド
　　　洋における大気海洋相互作用の東西非対称モード
P383纐織・謝尚平く北大地球環境）熱帯気候の南北

　　　非対称性の形成に関わる大陸強制
P384磁・阿部彩子（東大気候システム）他1名6千年前

　　　における緑のサハラ～熱帯からサハラヘの水蒸気
　　　輸送のメカニズム～
P385謙姦・里村雄彦（京大院理）タイの雨期におけ

　　　る雨量および地上風速の日周変化
P386板野稔久・撚（防大地球）他2名オホーツク海

　　　の海氷域境界にみられた波状構造
P387騰・新野宏（東大海洋研）他1名移動する台風

　　　による海洋の湧昇の構造

　　　　　　　　　　　　ポスターは第3日の09：00から15：00まで掲示可．

奇数番号の発表者は11：00～11：30、偶数番号の発表者は11：30～12：00には必ずポスターの前にいて下さい
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大会第3日〔4月28日〕　13：30～17：00

　　　　　　　　　専門分科会

　　A会場
「GP　S気象学」

13：30－13：35中村一（気研・予報）概要紹介

L　GPS可降水量を用いた水蒸気変動の研呪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：木村富士男（筑波大地球）

A35113：35－13：47禰（東大院理），内藤勲夫（国立天文台水沢）国土地理院GPS連続観測網から得られた可降水量の

　　　　　　　　評価と気象学への応用

A35213：47－13：54臓（筑波大環境），木村富士男（筑波大地球）GPS可降水量からみた関東平野における水蒸気

　　　　　　　　輸送

A35313：54－14：06灘（総合研究大学院大），内藤勲夫（国立天文台水沢）国土地理院SINEXデータから得られた日本

　　　　　　　　列島の可降水量の日変化

A35414：06－14：13塵劔彦・神田学（東工大）他2名首都圏における集中豪雨とGPS可降水量の時空問変動解析

A35514：13－14：20醐・千葉修（高知大理）他4名1998年高知豪雨における国土地理院全国GPS観測網で得られた

　　　　　　　　大気遅延量変動

A35614：20－14：27騰（気研・環境）可降水量と霧，下層水蒸気量分布の対応

A35714：27－14：34膿・川東範子（上越教育大自然）日本海海岸地域におけるGPS可降水量の年変化の特徴

14：34－14：40休憩

皿．GPS可降水量の精度評価と数値予報への応用　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：中村　一（気研・予報）

A35814：40－14：52蹴・青梨和正（気研・予報）他GPS可降水量の誤差に関する考察（その2）

A35914：52－15：04鵜（群馬大教育）熱的局地循環に伴う水蒸気変動と水蒸気勾配がもたらすGPS可降水量の誤

　　　　　　　　差

A36015：04－15：11責撫・小司禎教（気研・予報）他2名マイクロ波放射計による可降水量のグラディエントの評価

A36115：1H5：26㈱（国土地理院），T・Van　H・ve（UCAR／GST）他2名大気遅延推定のための準リアルタイムGPS解析システム

　　　　　　　　の開発

A36215：26－15：38繊（気象庁数値）GPS可降水量を用いた数値予報実験

15：38－15：45休憩

皿．GPSによる大気3次元構造の研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：津田敏隆（京大超高層）

A36315：45－16：00繍（名大院理），津田敏隆（京大超高層）GPS大気トモグラフィー

A36416：00－16：12醐（気研・予報），島田誠一（防災科研）他2名GPSによる梅雨期メソ降水系の水蒸気3次元分布の

　　　　　　　　推定

A36516：12－16：27酉畷（京大超高層）GPS掩蔽法（GPS／MET）による温度測定の気象学への応用

A36616：27－16：39騰（国立天文台地球回転系）世界のGPS気象学の現状と我が国の今後の取り組み
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　　　　　　　B会場
「G’U肥一10Pとその初期結果」（1【）

　　　　　（講演時間は1件10分）

1”．広域大気循環と降水・対流活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：安成哲三（筑波大地球）

B351撚（京大防災研）1998年夏季における全球的な循環場の特徴とアジアモンスーンの動向

B352鰯（気研・気候），松本淳（東大地理）’97／’98ENSOによるインド洋での大気海洋相互作用の変調略AME　IOP

　　はどのような影響を受けたのか一

B353醐（福島大教育），立花義裕（東海大文明）他15名1998年アジアモンスーンオンセト前後の大気構造一準1ヶ月周期と準2日

　　周期のメカニズムー

B354騰・山中大学（神戸大自然）他5名インドネシア上空における赤道偏東風ジェット・Hadley循環の季節変化

B355撫・藤吉康志（北大低温研）他18名梅雨前線の北上時と南下時にみられた風系とレーダーエコー構造の特徴（GA

　　ME／HUBEX）

B356騰隻・谷口貴彦（岡山大教育）他5名1998年HUBEX－IFO年における大陸上の梅雨前線の振舞い

B357鰍・木村富士男（筑波大）他2名チベット高原における1998年5月の降水シミュレーション

B358撫・植田洋匡（京大防災研）他1名タイでの降水量と対流活動の日変化

　［まとめ討論］

休憩（10分）

lV．メソ降水システム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長：藤吉康志（北大低温研）

B359駄（滋賀県立大），L．Liping（欄州高原大気物理研）他GAME／Tibet降水量観測による地点降水量の特性

B360顯ム（秋田大），小池俊雄（長岡技大）他チベット高原で夏季に観測された電粒の特徴

B361㈱（NASDA／EORC）他チペット高原那曲付近における夜間の層状性降水の構造と特性

B362↓騰（北大院理）他G蝋E－Tibet　IOPにおけるレーダーエコーの特徴

B363膿・坪木和久（名大水圏研）他GAME／HUBEX　IOP期間中に観測された大陸上の梅雨前線に伴う長寿命の停滞性メ

　　　ソβスケール降水系の構造

B364鰍・歌標（名大水圏研）他1名中国准河流域で観測された大陸上のスコールラインの構造一GAME／HUBEX　IOPの事例

　　解析一

B365煎矧・上田博（北大院理）他10名GAME／HUBEX　IOP中の降水システム（1998年6月29～30日）の構造

B366塘・前坂剛（北大院理）他8名G闇E／HUBEX　IOP中の降水システム（1998年6月29日～7月3日）の特徴

B367」灘・上田博（北大院理）他3名GAME／HUBEX　IOP中の降水システム（1998年7月10日～18日）の特徴

　［まとめ討論］
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1999年度日本気象学会春季大会rベストポスター賞」について

　1997年春季大会から分科会とポスターによ

る新方式が導入されました。ポスターによる

一般発表を一層活性化する自的で、講演企画

委員会は常任理事会の承認を得て「ベストポ

スター賞」を設けております。本年も春季大

会において、引き続きベストポスター賞の選

考および表彰を行ないます。これは以下の評

価基準により選出されるものです。

○ユニークで印象に残り苦労のあとが伺える

ようなポスターを表彰する。

○他分野の者にも分かり易いお手本となるよ

　うなポスターを表彰する。

○学術的な内容も評価の対象となるが、学会
　賞や山本・正野論文賞のように学術水準を

　重点的に評価するものではない。

　「ベストポスター賞」の他にアイデア賞、

努力賞等複数の表彰も考えております。受賞

者には賞状と記念品の他、副賞として次大会

の懇親会チケットの贈呈などを検討中です。

　つきましては、ベストポスター賞の趣旨を

ご理解戴き、前回同様、大会参加者全員によ

る投票をお願いいたします。

　，具体的な選考手順等については大会受付に

てご案内いたします。なお、受賞者にはポス

ターの写真と内容の簡単な解説を「天気」に

投稿していただくと同時に、ポスターのお手

本として次大会で再度掲示していただく予定
です。

　よろしくご協力をお願いいたします。

（講演企画委員会）

講演企画委員会からのお知らせ（続き）
式についての ’　せ下　い

　春季大会の新方式も3回目となり、今回は一般口頭

発表の導入など若干の変更を行いました。今回の方

式についての御意見も含め、春秋2回の大会のあり方

について、広く会員の皆様からご意見をいただきた

いと考えています。

　このために専用のメールアドレス（皿sj－vox＠mri－jm

a．go．jp）を設けましたので、大会のあり方について

の御意見をお寄せ下さい。いただいた御意見は今後

の大会運営に反映させていきたいと考えています（原

則として、いただいたメールに対する直接の回答は

行いません）

　電子メールが利用できない方は、郵送またはFAXで

講演企画委員会（〒305－0052つくば市長峰1－1気象研

究所予報研究部内、FAX：0298－53－8649）まで御意見を

お送り下さい。

　非会員の大会講演の実態を把握するため，講演申

込用紙への会員番号（または会員である共著者名）

の記入をお願いしています．今回、一般講演への申

し込みにっいて調べたところ、申込数280件のうち

「非会員の講演で、共著者に会員であることが明記

されているもの」が29件，会員番号欄が空欄のもの

が26件でした．不記載のうち12件は講演者本人が会

員であり、残りは共著者に会員が含まれていました。

　講演企画委員会の当面の方針は「共著者中に会員

が含まれていれば非会員の講演を認める」というも

のです。不記載の場合にその講演者（または共著者）

が会員かどうかを調べるのは手間がかかりますので、

今後とも、申込用紙への会員番号記入についてはよ

ろしくご協力をお願いします（会員番号は毎月「天

気」を郵送する封筒に書かれています）．
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